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テキスト1 

住宅専門家警告!! LDKタイプが家族を引き裂く 
（『サンデー毎日』1999.7.11号より抜粋） 

 

住宅問題の専門家で、財団法人「住宅産業研修財団」の理事長、松田妙子さんは（中略）近年、次々に
起きる少年非行とその悪質さを見るにつけ、住宅産業に長く携わってきた人間として、反省しないで
はいられなかった。 

（中略） 

とりわけ松田さんに衝撃を与えたのは、89 年春に東京都足立区で起きた「女子高校生コンクリート詰
め殺人事件」だったという。 

少年たちに拉致・監禁された当時 17歳の女子高生はリンチされたあげく殺され、コンクリート詰めに
されて河原に捨てられた。その犯行現場となったのが、うち 1人の少年の子供部屋だったからだ。 

信じられないような親子の断絶である。一つ屋根の下で進行している地獄図を親たちは知らずにいた
のだ。 

“子供部屋の密室化”が生む恐ろしさを、世にまざまざと見せつけた事件といえた。 

「しかし、事件後も個室の子供部屋は日本の大多数の家庭に設けられていますね。」 

本当に、なぜ、こんなことになってしまったのか。 

「戦後、日本の住宅が陥った間違った個室尊重と子供部屋優先の考え方が根底にある」と松田さんは
指摘する。 

専門のカウンセラーが相談に応じた問題行動の多い子をもつ家庭の例を検証すると、いずれも「立派
な子供部屋」を与えたが、子供は自室に閉じこもり、シンナーや飲酒にふけったり、深夜放送やマンガ
に夢中になるという、ある種、共通した姿が浮かび上がったという。 

 

家族と顔を合わせない間取り 

「確かに明治・大正時代にも個人尊重の観点から個室への流れはありました。しかし、それはきちんと
した家庭内の教育やしつけがあった上での子供部屋だった。ところが戦後-とくに、受験戦争が厳しく
なって以降、親たちは“勉強してくれるように”と子供部屋を勉強部屋にしてしまい、テレビやクーラ
ーまで買い与えた。一方で、子供たちは勉強という大義名分に引きこもり、勝手放題にできる場所を心
地よく感じるようになってしまった。その結果、親と子のコミュニケーションは疎遠になり、かつて日
本で行われていた家庭内の教育やしつけがされなくなったのです」 
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なかでも、松田さんが警告を発するのは、親たちがいるところから離れた場所にある子供部屋だ。玄関
から入って直接、2階にある子供部屋に行ける構造もよくない。 

（中略） 

「しかし、そういった家族と顔を合わせない間取りの家が多くなってしまいましたね。もともと、日本
の伝統家屋はふすまや障子、びょうぶなどを使うことで声や物音が通る大きな部屋のようなつくりに
なっていたのに、最近の家は欧米式の仕切り方や、ドアを使った密室度の極めて高い構造に変わって

いる。これでは親を闖 入 者
ちんにゅうしゃ

と感じた子供が暴力をふるって撃退するところまでエスカレートしかね
ません。そうなってからでは、もはや遅いのです」 

これは、ゆゆしき事態ではないか。まさに、家族の幸福のためのマイホームが「悲劇の舞台」になる危
険性をはらんでいるのだ。あなたの家の構造はそうなっていないか。 

ここで、見取り図を見ていただきたい。これは近年、ごく一般的
に売られている 3LDKのマンションの間取りを示したものだ。 

お気づきだろうか。 

この中にこそ、戦後の日本の住宅が陥った“落とし穴”の典型が見て
とれるのだ。 

（中略） 

玄関わきの部屋は通常、子供たちの勉強部屋になる可能性が非常に
高い。・・・廊下を隔てるドアを閉めると室内の様子はまず分からな
い。さらにリビングルームのドアを閉めると二重に仕切られるこ
とになって、よほどの物音でないと聞こえない構造になっている。 

（中略） 

「私は個室の弊害だけを言うつもりはありません。ただ、われわれ日本人の先達が残してくれた知恵
を思い出す必要がある。昔から、日本家屋の特徴は『家に三声あり（三声あれば安泰なり）』との孟子
の言葉に表れています。つまり、働いている人の声や物音、赤ん坊の泣き声、読書の声ですね。そうい
った日本の伝統建築の良さをこれからの家づくりに取り入れていくことが、失われた家庭教育を取り
戻すことにもつながる。思い出してみて下さい。いまの父親、母親が子供だった頃、茶の間には父の姿
があり、台所の方からは食事の支度をする母の包丁の音が聞こえてきた。しかし、いまの子供たちには
父の姿も見えない。母の働く音も聞こえてこない」 

（後略） 
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テキスト2 

子どもの「自律」に個室はどんな役割を果たす？環境心理学者北浦かほる 
ミサワホーム 住まいづくりのナビゲーター 
http://homeclub.misawa.co.jp/sp/column/2017/09/post-335.php 

 

子どもの感性や自立を養うために、子ども部屋にはどんな機能が求められるのだろうか。世界の子ど
も部屋の比較を通して、子どもに個室を与えることの意味を研究してきた北浦かほる先生にお話を伺
った。 

悲しい時、腹が立つ時、一人で籠もれる空間を 

 日本では家族のコミュニケーションを重要視するあまり、ともすれば「子どもが一人になる時間を
なるべく作らない」のが良い家庭のあり方だと思いがちだ。しかし北浦教授は「子どもの精神面での
発達において、一人になって考える時間を持つのは、実はとても大切なことなんです」と語る。 
 私たちは子ども部屋＝勉強部屋と考えているため、「子ども部屋を与える適齢期は？」などと頭を
悩ませるが、欧米では子ども部屋＝寝室であり、経済的に可能なら生後すぐにでも個室を与えるとい
うのが親の共通認識だ。つまり、生まれた時から自律に向けて子育てをしていくわけである。そして
子どもが悪いことをした時は、罰として子どもを寝室に閉じこめる。自由を束縛して一人で落ち着い
て反省させるためである。 

 また日本の場合、子どもの様子が見えることに親が精神的な安定感を持つことから個室を問題視す
る傾向も見られるが、北浦教授はそれをきっぱりと否定する。 
「むしろ悲しい時や腹が立った時にひとりで閉じこもれないような空間なら、子ども部屋を創る意味
はないと思います。よく気配の感じられる子ども部屋にすべきだとか、個室が閉じこもりを招くとか
言われますが、問題が起きるのは個室のせいではなく、家族のあり方の問題です。いくら居間の大テ
ーブルに集まっていても、子どもと積極的に向き合わないとコミュニケーションは成立しません」 

自分だけの居場所を得て、自我と協調性を獲得する 

 5 歳から青年期までのプライバシー意識の発達を研究している米国の環境心理学者のＭ・ウルフに
よると、子どもは自分のプライベートな空間をコントロールする経験をしてはじめて、社会での他者
とのかかわりにおいて自分を守り、かつ他者を認めることができるようになるという。「自分だけの
居場所を得ることで、自我と協調性を獲得していく。つまり子ども部屋が自律を育む場所になるわけ
です」と北浦教授は語る。 
 では、具体的には子ども部屋はどんな役割を持ち、そこからどんな効果が生まれるのだろうか。一
つ目には、子どもがいろんなことを考えたり、空想する場所としての役割がある。何かを見て一人で
イメージをふくらませたり、空想することで子どもの発想が広がり、自我が芽生えていく。 

 二つ目は、入ってくる人を選ぶ、大切なものをしまうといった役割だ。「幼い子どもにも大切なも
のをしまったり、自分の意志で他人の侵入を拒むことができる個の空間が必要だとする考え方です」  
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三つ目は冒頭で紹介したように、叱られた時や腹が立った時に一人になって心を落ち着ける場所とし
ての機能。そして四つ目が着替える、寝る、勉強する、電話する、日記・手紙を書くなど、人に聞か
れたり見られたりしたくない行為をする空間としての役割である。 
「大切なのは部屋の広さや装備ではなく、子ども部屋を子どもの居場所として位置づけることです。
極端な話をすれば、押入れ一つ分あれば、こうした機能は十分に充たせます。上段と下段で二人分の
子どもの寝室ができるのですから」と北浦教授は語る。 
 また、欧米では子どもの自律には親への信頼が欠かせないとされ、信頼感を醸成するために寝室で
子どもが寝付くまで親が絵本を読み聞かせる習慣が定着している。「一人で寝る」というのは幼児に
とっては恐くて心細い体験だが、寝る前に親とふれあうことで強い絆を感じ、安心して乗り越えてい
るのである。 

欧米の絵本に見る、子ども部屋のあり方 

 北浦教授は世界の絵本の中から住まいの状況が描かれているものに着目し、５００冊以上ピックア
ップして内容を分析したという。その結果、絵本にみる幼児の寝室が、欧米では「自律とコミュニケ
ーションを育む場」として描かれているのがわかった。たとえば叱られて寝室に閉じこめられて夢を
見ていた子が、お母さんの運んでくれた夕食の匂いで目覚める『かいじゅうたちのいるところ』、弱
虫で自室に閉じこもっていたエリックがナイトシミーに助けられて元気になる『ナイトシミー』な
ど、幼児にも自分を見つめる必要性が物語に示唆されている。 

 一方、日本では絵本に幼児の寝室は見られず、ダンボールで作った自分の家に友だちを招く『わた
しのおうち』をはじめ、個室はすべてみんなで仲良く遊ぶための空間として描かれているという。 
 日本の文化では自己主張のための子育てはされず、協調性を養うことが重視され、人とうまくやっ
ていくことに目が向けられがちだ。それはこのように子ども部屋のあり方にも現れている。 
「自己主張のできる欧米型と協調性に富んだ日本型、どちらがいいというわけではありません。ただ
し、これからの子どもは精神的に逞しく自律していかないと国際社会で生き抜いていけないのも事
実。大切なのは養育姿勢です。まず、我が家はどんな子どもに育てたいのかを明確にし、そこから子
ども部屋に求める役割を考えるといいのではないでしょうか」 

 

北浦かほる（きたうら・かほる） 

帝塚山大学教授。大阪市立大学名誉教授。学術博士。専門分野は居住空間学・環境心理学。空間が子
ども特に幼児に与える影響に興味があり、環境心理学的視点から子どもと空間の関係を捉えてきた。
著者に『世界の子どもの部屋』（井上書院）など多数。世界各国の夜間保育園の保育環境整備の研究
や、住まいの絵本に見る日本と欧米の住の思潮の違いなど、子どもの空間と住文化の関係に興味をも
つ。 

 

 


